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・ 『 人 間 本 性 論 』（ A Treatise of Human Nature, edited by L.A.Selby-Bigge, revised by 
P.H.Nidditch, Oxford: Clarendon Press, 1739-40）は、T と略記し、続けて、巻、部、節、段
落、（脚注番号）、を記す。各巻の翻訳は、各々以下を用いた。 
『人間本性論』第一巻「知性について」, 木曾好能訳, 法政大学出版局, 1995.  
『人間本性論』第二巻「情念について」, 石川徹, 中釜浩一, 伊勢俊彦共訳, 法政大学出
版局, 2011. 
『人間本性論』第三巻「道徳について」, 石川徹, 中釜浩一, 伊勢俊彦共訳, 法政大学出
版局, 2012. 
・ 『人間本性論摘要』（An Abstract of a Book lately Published; Entitled, A Treatise of Human 
Nature, in A Treatise of Human Nature, 1740）は、A と略記し、続けて、再録されている上
記の A Treatise of Human Nature の段落番号を記す。翻訳は、『人間知性研究』収録「人間
本性論摘要」, 斎藤繁雄・一ノ瀬正樹共訳, 法政大学出版局, 2004.を用いた。 
・ 『 人 間 知 性 研 究 』（ An Enquiry concerning Human Understanding, [1748] in Enquiries 
concerning Human Understanding, edited by L.A.Selby-Bigge, revised by P.H.Nidditch, Oxford: 
Clarendon Press, 1975.）は、EHU と略記し、続けて、章、（部）、段落、（脚注番号）、を記
す。翻訳は、『人間知性研究』, 斎藤繁雄, 一ノ瀬正樹共訳, 法政大学出版局, 2004. を用
いた。 
・ 『道徳原理の研究』（An Enquiry concerning the Principles of Morals, [1751] in Enquiries 
concerning Human Understanding and concerning the Principles of Morals, edited by L.A.Selby-
Bigge, revised by P.H.Nidditch, Oxford: Clarendon Press, 1975.）は、EPM と略記し、続けて、
章、（部）、段落、（脚注番号）、を記す。翻訳は、『道徳原理の研究』, 渡部峻明訳, 晢書
房, 1993. を用いた。 
・ 『 自 然 宗 教 に 関 す る 対 話 』（ Dialogues Concerning Natural Religion, edited, with an 
introduction by Norman Kemp Smith, New York: The Library of Liberal Arts. 1779）は、DNR
と略記し、部、段落、注の番号を記す。翻訳は、『自然宗教に関する対話』,福鎌忠恕, 斎
藤繁雄共訳, 法政大学出版局, 1975.を用いた。 
・ 『宗教の自然史』（The Natural History of Religion, edited by Tom L. Beauchamp, 1755）派、
NHR と略記し、節、段落を記す。翻訳は、福鎌忠恕, 斎藤繁雄共訳, 法政大学出版局, 1972.
を用いた。 
・ 『道徳・政治・文学論集』（Essay, Moral, Political, and Literary, Edited and with a Foreword, 
Notes, and Glossary by Eugene F. Miller, 1741）は、MPL と略記し、ページ番号を記す。翻




・ ロックの『人間知性論』（An Essay concerning Human Understanding, edited by P. H. Nidditch, 
Oxford: Oxford University Press, 1975.）から引用および参照した箇所は、LE と略記し、続
けて、巻、章、節、を記す。 
・ デカルトの『デカルト全集』（Œvres de Descartes, Tome I-VIII, publiées par C. Adam et P. 





























































































































































ヒュームが、人間学（the science of man）というあらゆる学の基礎を構築するにあたって




































ムが評する「極めて適切な推論」、あるいは「精密で正当な推論」（accurate and just reasoning; 
EHU1.12）とは、具体的には、以下に列挙する、四つからなるニュートンの「哲学における








































































































































る。「観念の関係」（relations of ideas; EHU4.1.1）という真理保存的な推論対象の関係と区別

















中世論理学が衰退していった 16 世紀初頭から、1847 年に G.ブールの『論理学の数学的分
析』が登場するまでの間を、ゴークロジャーは「論理学史における空白期間（interregnum in 




















































































































































































（resemblance）、反対（矛盾）（contrariety）、何らかの性質の度合い（degrees in any quality）、
量または数における比（proportion in quantity or number）、同一性（identity）、空間および時












いる。もっとも、直観的に確実とされるのは、5 + 3 = 8 のように非常に小さい数や、延長の













































































































































































あることが］保証された結論へと進むものである」(Beauchamp & Rosenberg p.43)。 
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判している（Owen [1997] p.117, [1999] p.95）。彼は、先述のようにヒュームが、われわれは
正確な基準としての単位を持っていると述べたことを引き合いに、ヒューム特有の論証的
推論を提起している。それによると、結論として “3,467 = 2,895 + 572” が表す命題を持つ形
式的に妥当な演繹的議論はあることになる（Owen [1997] p.117, [1999] pp.94-96）。たとえば、
結論としての 53 + 12 = 137 が表す命題を論証するためには、5 × 5 = 25 が表す命題を直観す
ることから始めるが、このときその命題は、52 の「観念」と 25 の「観念」とが互いに等し
い関係にあることが直観されている。そして 52 × 5 = 125 が表す命題を直観し、続けて、53 


























































































































































12 同著は諸学校における論理学の教科書としてイギリスを中心に 19 世紀初頭頃まで長く用いられた。な
お、同じく当時の論理学の教科書として著名であったものに、1725 年に初版が出版された、ウォッツの『論
理学、あるいは理性の正しい使用』がある。同著もまた、理性の能力を行使するわれわれの心の作用を、
「知覚」（perception, conception, apprehension）、「判断」（judgment）、「推論」（reasoning, argumentation）、

































































































































































































































































































































































































































































































































































22 ここでは ‘ideas’ を慣例に倣って「観念」と訳す。しかし、ロックの生得説批判の多くが、その理論的あ































































の原型とも言い得る考察をそこで与えている（Locke [1664] pp.122-159, cf. LE1.4.9）。 
 ロックは、上にみた論証的知識としての神の存在にとどまらず、『人間知性論』も含めて、
外的事物やわれわれの知性に、神の力能（Power）が、いわば遍在的に反映しているとする
















































































































































































































































































































































































































































































































































































めかしたが、それを主張はしなかった（Des Cartes insinuated that doctrine of the universal and sole efficacy 





































































観は、「演劇」（theatre）の比喩や、「諸知覚の一つの束あるいは収集物」（a bundle or collection 




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































greatest and purest pleasures of human life, study and society）を併せ持たせてくれる」（NHR intro.4）。 
55 一方でヒュームは、『道徳・政治・文学論集』において、こうも述べている。「あらゆることがらを比較
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